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伊
勢
地
方
の
神
事
芸
能

―
カ
ミ
の
表
象
と
獅
子
舞
―

櫻

井

治

男

は
じ
め
に

　

伊
勢
の
地
で
は
「
古
来
氏
社
の
祭
礼
に
就
い
て
、
年
始
に
行
ふ
を

ば
神
事
と
称
し
て
御
頭
を
舞
は
し
め
、
夏
期
に
行
ふ
を
ば
会
式
と
称

し
て
賑
は
し
た
も
の
で
あ
る
（
（
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
春

の
時
期
に
行
わ
れ
る
獅
子
舞
い
を
「
神
事
」（
じ
ん
じ
）、
夏
の
祭
り

は
「
会
式
」（
え
し
き
）
と
呼
ぶ
習
わ
し
が
あ
り
、
現
在
も
こ
う
し
た

呼
称
が
み
ら
れ
る
（
写
真
1
）。
引
用
は
『
宇
治
山
田
市
史
』
で
あ
る

が
、
同
市
は
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
の
施
行
に
よ
る
「
宇
治
山

田
町
」
が
同
三
十
九
年
に
市
制
施
行
さ
れ
た
行
政
名
で
あ
る
。
宇
治
、

す
な
わ
ち
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
の
鎮
座
地
と
、
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）

鎮
座
の
山
田
を
中
心
と
す
る
地
域
で
、
両
宮
の
鳥
居
前
町
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。
昭
和
三
十
年
に
伊
勢
市
と
改
称
、
さ
ら
に
近
年
は
、

「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
り
平
成
十
七
年
十
一
月
、
度
会
郡
二
見
町
・

小
俣
町
・
御
薗
村
と
の
合
併
が
行
わ
れ
、
新
し
い
「
伊
勢
市
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
伊
勢
地
方
と
い
う
場
合
は
、

現
在
の
伊
勢
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域
を
指
し
、
ま
た
旧
来
の
呼
称
で

あ
る
山
田
、
宇
治
、
二
見
、
小
俣
、
御
薗
な
ど
と
慣
例
的
な
呼
称
を

用
い
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　写真 1�　九月「会式」案内（伊勢市有滝町、
平成 16年 8月 26日撮影）

　

か
つ
て
筆
者
は
、

三
重
県
内
の
祭
り
・

行
事
の
概
要
に
つ
い

て
、
比
較
的
広
範
囲

に
分
布
し
て
い
る
も

の
と
し
て
、
山
神
の

祭
、
弓
射
行
事
、
獅

子
舞
行
事
、
祇
園
・

津
島
の
祭
（
天
王
・

祇
園
祭
）、
浅
間
行

事
、
盆
行
事
や
雨
乞

行
事
等
の
機
会
に
踊
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ら
れ
る
カ
ン
コ
（
鞨
鼓
）
踊
り
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
（
（
（

。
現

在
の
三
重
県
は
、
行
政
上
の
観
点
か
ら
県
域
を
五
な
い
し
六
の
生
活

圏
と
し
て
区
分
さ
れ
る
が
、
後
者
の
場
合
、
北
勢
・
中
勢
・
南
勢

（
伊
勢
市
・
度
会
郡
）・
志
摩
（
鳥
羽
市
・
志
摩
市
）・
東
紀
州
・
伊
賀
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
う
し
た
圏
域
も
相
互
に
重
な
る
場
合
が
あ

り
、
民
俗
文
化
事
象
を
大
枠
で
捉
え
よ
う
と
し
た
場
合
は
、
風
土
性

を
踏
ま
え
る
と
伊
勢
湾
岸
地
域
（
含
谷
底
平
野
）、
志
摩
半
島
・
熊
野

灘
沿
岸
地
域
、
伊
賀
盆
地
の
三
地
域
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
（
（
（

。
も
ち
ろ
ん
同
じ
圏
域
内
で
も
地
域
に
よ

り
民
俗
事
象
は
区
々
で
は
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
伊
勢
志
摩
・
東
紀
州
地
域
で
は
、
漁
村
・
農
村

地
帯
で
新
春
（
正
月
～
二
月
が
多
い
）
の
儀
礼
と
し
て
弓
射
行
事
や
獅

子
舞
行
事
が
ム
ラ
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
獅
子
舞
行
事
を
取
上
げ
、
そ
れ
が
ム
ラ
の
神

事
で
あ
る
由
縁
を
紹
介
し
、
神
事
芸
能
の
内
実
を
見
て
お
き
た
い
と

思
う
。一

、
三
重
県
内
の
獅
子
舞
行
事

　

一
般
に
獅
子
舞
と
い
え
ば
、
獅
子
頭
を
被
っ
て
舞
わ
れ
る
芸
能
の

こ
と
を
指
す
が
、
三
重
県
内
に
お
い
て
も
広
く
そ
の
分
布
が
み
ら
れ

る
。
但
し
、
地
域
的
な
精
粗
も
あ
り
、
全
県
的
な
様
相
を
う
か
が
う

上
で
ま
と
ま
っ
た
情
報
と
し
て
は
、
三
重
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
⑴

『
三
重
県
の
民
俗
芸
能
（
（
（

』、
⑵
『
三
重
県
の
祭
り
・
行
事
（
（
（

』
及
び
県
史

編
纂
事
業
の
一
冊
⑶
『
三
重
県
史　

別
編　

民
俗
（
（
（

』
が
あ
る
。
ま
た
、

伊
勢
市
に
つ
い
て
は
、『
伊
勢
市
史
』
に
個
別
の
詳
細
な
現
状
調
査

報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
編
集
・
執
筆
に
関

わ
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
に
も
い
く
つ
か
の
事
例
報
告

を
行
っ
て
き
た
（
（
（

の
で
、
そ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
用
い
る
に
あ
た
り
⑴

～
⑶
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　

三
重
県
と
い
う
範
囲
で
比
較
的
近
時
の
獅
子
舞
分
布
の
様
相
を
知

る
上
で
は
⑴
⑵
が
参
考
と
な
る
（
（
（

。
⑴
は
、
平
成
四
・
五
両
年
度
に
わ

た
る
国
庫
補
助
事
業
「
三
重
県
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
」
の
報
告
書
で
、

長
ら
く
三
重
県
内
の
民
俗
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
堀
田
吉
雄
に
よ
る

「
三
重
県
の
民
俗
芸
能
概
説
」、
五
十
二
件
の
「
詳
細
報
告
」、
県
下

の
区
・
自
治
体
の
協
力
に
よ
る
予
備
調
査
に
調
査
員
が
市
町
村
教
育

委
員
会
の
協
力
を
得
て
作
成
さ
れ
た
「
悉
皆
調
査
一
覧
」
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
詳
細
報
告
の
う
ち
、
獅
子
舞
に
関
す
る
事
例
と
し
て

は
、
北
勢
で
「
北
野
町
獅
子
舞
」（
四
日
市
市
）、「
伊
奈
富
神
社
の
獅

子
神
楽
」（
鈴
鹿
市
）。
中
勢
は
「
長
竜
神
事
」（
勢
和
村
）。
南
勢
で

は
「
東
大
淀
の
御
頭
神
事
」（
伊
勢
市
）・「
宮
古
の
御
頭
神
事
」（
度

会
郡
玉
城
町
）・「
山
神
の
獅
子
舞
」（
同
）・「
箕
獅
子
舞
」（
二
見
町
）・

「
切
原
の
獅
子
舞
・
春
田
打
ち
」（
南
勢
町
）・「
棚
橋
の
御
頭
神
事
」

（
同
）・「
一
之
瀬
獅
子
神
楽
」（
度
会
町
）、
志
摩
の
「
ひ
っ
ぽ
ろ
神
事
」

（
阿
児
町
）・「
坂
崎
の
神
祭
」（
磯
部
町
）、
伊
賀
で
は
「
敢
国
神
社
の
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獅
子
舞
」（
上
野
市
）
の
十
三
例
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

書
の
「
悉
皆
調
査
一
覧
」
に
お
い
て
「
獅
子
」
の
登
場
を
記
す
例

（
含
む
廃
絶
・
休
止
）
を
数
え
る
と
二
六
九
例
と
な
る
。
詳
細
調
査
十

三
件
の
名
称
か
ら
も
そ
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
が
、「
獅
子
舞
」「
獅
子

神
楽
」
と
称
す
る
場
合
の
他
に
、
伊
勢
地
方
で
は
オ
カ
シ
ラ
シ
ン
ジ

（
御
頭
神
事
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

⑵
の
『
三
重
県
の
祭
り
・
行
事
』
は
、
平
成
六
年
か
ら
八
年
に
か

け
、
三
十
六
名
の
調
査
員
が
分
担
し
て
な
さ
れ
た
全
県
調
査
の
結
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。『
三
重
県
の
民
俗
芸
能
』
と
同
様
の
内

容
構
成
を
と
り
、「
三
重
県
の
祭
り
・
行
事
概
説
」（
櫻
井
執
筆
）、
詳

細
調
査
報
告
一
〇
七
件
、「
三
重
県
の
祭
り
・
行
事
一
覧
」
の
三
部

か
ら
な
り
、
調
査
当
時
、
獅
子
舞
に
関
わ
る
行
事
で
、
現
行
実
施
と

さ
れ
て
い
る
の
は
百
余
件
で
あ
る
。

　

但
し
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
二
冊
の
報
告
書
は
、
各
地
域
（
自
治
会

な
ど
）
へ
の
質
問
票
に
よ
る
回
答
に
依
拠
し
て
お
り
、
回
答
地
域
や

回
答
者
に
よ
る
精
粗
、
記
載
漏
れ
も
あ
り
、
完
全
さ
を
求
め
る
の
は

難
し
い
が
、
県
内
に
お
け
る
分
布
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
情
報
源
と

な
っ
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
に
よ
る
二
種
の
調
査
報
告
書
と
『
三
重
県
史
・
民

俗
』
刊
行
と
の
間
に
は
二
十
年
弱
の
隔
た
り
が
あ
り
、
今
日
的
に
は

社
会
状
況
の
変
化
、
特
に
行
事
の
担
い
手
の
高
齢
化
と
少
子
化
に
よ

る
規
模
の
縮
小
や
休
止
と
い
っ
た
場
合
も
あ
る
。
県
史
の
編
纂
方
針

は
、
基
本
的
に
新
た
な
調
査
を
行
わ
ず
、
従
前
の
自
治
体
史
（
誌
）

を
は
じ
め
民
俗
調
査
報
告
、
論
文
、
諸
記
録
を
活
用
し
執
筆
さ
れ
て

い
る
の
で
、
現
状
や
行
事
内
容
の
詳
細
を
知
る
と
い
う
点
で
は
性
格

を
異
に
し
て
い
る
。
但
し
、『
県
史
』
で
は
、
県
内
全
般
の
当
該
行

事
の
略
概
説
と
と
も
に
、
鈴
鹿
地
方
、
南
勢
地
方
、
伊
賀
地
方
の
獅

子
舞
の
特
色
を
捉
え
た
行
事
紹
介
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
自

体
が
県
内
を
見
渡
す
と
獅
子
舞
に
つ
い
て
特
徴
を
示
す
地
域
で
あ
る

と
理
解
で
き
よ
う
。

　

表
（
後
掲
）
は
、『
三
重
の
民
俗
芸
能
』
に
掲
載
の
一
覧
表
よ
り
、

「
獅
子
舞
」
の
語
を
含
ん
で
い
た
り
、「
獅
子
」
に
つ
い
て
記
述
の
あ

る
行
事
数
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
勢
で
は
、
四
日
市
、
鈴

鹿
・
亀
山
、
中
勢
で
は
松
阪
・
勢
和
、
南
勢
で
は
伊
勢
、
伊
賀
で
は

名
張
・
青
山
の
各
市
町
の
数
値
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

行
政
範
囲
の
広
狭
に
も
よ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
多
い
の
は
そ
れ

ぞ
れ
の
獅
子
舞
行
事
の
歴
史
的
経
緯
に
も
関
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
分
布
状
況
な
ど
を
見
渡
し
、
獅
子
舞
行
事
の
行
わ
れ
方

や
芸
能
面
で
の
特
徴
を
捉
え
て
、
県
内
に
お
け
る
獅
子
舞
の
系
譜
分

類
を
試
み
た
の
は
堀
田
吉
雄
で
、
獅
子
舞
の
系
譜
を
⑴
「
稲
生
系
」、

⑵
「
代
神
楽
系
」、
⑶
「
御
頭
神
事
」、
⑷
「
敢
国
神
社
の
獅
子
神

楽
」、
⑸
「
そ
の
他
」
と
五
分
類
し
て
い
る
（
（（
（

。
⑴
は
鈴
鹿
市
の
伊
奈

富
神
社
の
獅
子
舞
を
中
心
に
周
辺
一
帯
に
見
ら
れ
る
も
の
、
⑵
は

「
伊
勢
太
神
楽
」
と
し
て
知
ら
れ
る
桑
名
市
大
夫
町
の
獅
子
舞
系
統
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　表
圏域�

（集計）
市町村名�

（平成の合併�
以前）

獅子舞件
数（廃絶・
休止を含む）
（269 件）

北勢�
（85）

桑名市 1
多度町 0
長島町 1
木曽崎町 2
北勢町 2
員弁町 1
大安町 0
東員町 1
藤原町 1
四日市市 40
菰野町 0
楠町 1
朝日町 0
川越町 0
亀山市 5
鈴鹿市 29
関町 1

中勢�
（63）

津市 5
河芸町 1
芸濃町 2
美里町 0
安濃町 0
久居市 1
香良洲町 1
一志町 3
白山町 1
嬉野町 2
美杉村 2
三雲町 5
松阪市 20
飯南町 1
飯高町 2
多気町 3
明和町 4
大台町 2
勢和村 8
宮川村 0

圏域�
（集計）

市町村名�
（平成の合併�

以前）

獅子舞件
数（廃絶・
休止を含む）
（269 件）

南勢�
（37）

伊勢市 16
玉城町 5
二見町 1
小俣町 3
大宮町 1
南勢町 4
南島町 3
紀勢町 0
度会町 3
御薗村 1
大内山村 0

志摩�
（16）

鳥羽市 5
浜島町 0
大王町 0
志摩町 0
阿児町 6
磯部町 5

伊賀�
（52）

上野市 9
名張市 27
伊賀町 1
阿山町 0
島ヶ原村 1
大山田村 3
青山町 11

東紀州�
（16）

尾鷲市 5
紀伊長島町 2
海山町 2
熊野市 5
御浜町 1
紀宝町 1
紀和町 0
鵜殿村 0

及
び
四
日
市
の
阿
倉
川
系
統
の
獅
子
舞
で
あ
る
。
⑶
は
宮
川
流
域
の

も
の
で
、
⑷
は
上
野
市
（
現
、
伊
賀
市
）
の
敢
国
神
社
を
中
心
と
し

た
獅
子
舞
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
県
内
の
獅
子
舞
を
分
類
す
る
定

ま
っ
た
捉
え
方
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
（（
（

。

　

筆
者
は
⑴
「
伊
勢
大
神
楽
」
系
、
⑵
「
神
楽
獅
子
舞
」
系
、
⑶

「
御
頭
神
事
」
系
と
し
て
仮
説
的
に
区
分
し
て
い
る
。
そ
の
指
標
は
、

獅
子
舞
の
行
わ
れ
る
機
会
や
舞
い
を
行
う
人
々
の
組
織
状
況
に
視
点

を
置
い
た
も
の
で
、
⑴
の
場
合
は
、
桑
名
市
大
夫
町
に
獅
子
舞
（
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
）
の
プ
ロ
集
団
が
複
数
あ
り
、
そ
の
一
行
が
全
国

を
対
象
と
し
て
比
較
的
広
範
囲
（
近
畿
・
中
国
地
方
が
多
い
と
さ
れ
る
）

を
巡
舞
す
る
形
が
と
ら
れ
て
き
た
。
⑵
は
、
特
定
の
神
社
を
拠
点
と

す
る
獅
子
舞
集
団
が
当
該
神
社
及
び
周
辺
域
を
巡
舞
す
る
形
で
、
鈴

鹿
市
の
例
で
は
伊
奈
富
神
社
（
県
指
定
）・
久
々
志
弥
神
社
・
酒
井
神

社
・
椿
大
神
神
社
（
県
指
定
）、
ま
た
伊
賀
の
敢
国
神
社
の
獅
子
舞
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（
県
指
定
）
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。
巡
舞
の
範
囲
は
当
該
地
域
を
大
き

く
越
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
敢
国
神
社
の
そ
れ
は
旧
伊
賀

国
一
円
を
回
っ
た
と
さ
れ
、
こ
れ
は
伊
賀
地
方
が
地
勢
的
及
び
古
く

か
ら
の
行
政
的
に
一
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
た
要
因
と
と
も
に
、
敢

国
神
社
が
伊
賀
国
一
宮
と
し
て
崇
敬
が
寄
せ
ら
れ
、
近
世
は
藤
堂
藩

の
庇
護
を
受
け
て
来
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
ち
な
み
に
、
旧

伊
賀
国
内
で
も
名
張
市
（
近
世
は
名
張
藤
堂
藩
で
あ
っ
た
）
の
獅
子
舞

実
施
件
数
が
多
い
の
は
、
敢
国
神
社
の
獅
子
舞
を
学
ん
で
ム
ラ
ご
と

で
舞
う
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
秋
祭
り
や
神
社
の
造

替
遷
宮
（
当
該
地
方
で
は
ゾ
ウ
ク
と
称
さ
れ
る
）
な
ど
の
機
会
に
獅
子

舞
が
祭
礼
行
列
の
先
導
役
を
務
め
る
な
ど
、
祭
り
に
獅
子
舞
が
伴
わ

れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
状
況
と
関
係
し
よ
う
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
⑶
の
タ
イ
プ
は
、
オ
カ
シ
ラ
（
御
頭
）
と
呼
ば

れ
る
獅
子
頭
を
御
神
体
と
し
て
祀
る
と
と
も
に
、
獅
子
舞
も
行
わ
れ

る
が
、
オ
カ
シ
ラ
を
用
い
て
ム
ラ
の
神
事
が
と
り
行
わ
れ
る
と
い
う

特
徴
が
み
ら
れ
る
。
獅
子
頭
は
舞
の
道
具
と
し
て
の
役
割
以
上
に
、

ム
ラ
の
神
と
も
見
な
さ
れ
る
象
徴
的
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
取
扱
い

は
か
な
り
厳
重
で
、
祭
り
の
日
に
の
み
人
々
の
前
へ
姿
を
現
す
と
い

う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
伊
勢
市
の
西
方
を
流
れ
る
宮
川
下
流
域
の

御
頭
神
事
の
調
査
研
究
を
行
っ
た
堀
田
吉
雄
は
、
内
容
が
複
雑
多
岐

と
な
っ
て
い
る
こ
の
行
事
を
四
系
統
に
分
類
し
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
⑴
「
山
田
の
ウ
ブ
ス
ナ
七
社
の
系
統
」

で
「
タ
イ
マ
ツ
や
ツ
ム
ギ
な
ど
火
祭
を
盛
大
に
す
る
」、
⑵
「（
仮
の

名
称
と
し
て
）
宮
古
系
」
で
「
呪
術
的
要
素
が
濃
厚
」、⑶
「
有
滝
系
」

で
「
頭
受
け
の
仕
方
に
特
色
」、
⑷
「
村
松
系
」
で
「
夜
の
打
ち
祭

り
に
特
色
」
が
あ
る
（
（（
（

。
分
類
の
基
準
が
何
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
な

ど
検
討
課
題
は
あ
る
が
当
該
地
方
に
お
け
る
行
事
の
特
徴
を
捉
え
る

試
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
以
下
に
は
、
こ
の
御
頭
神
事
に
つ
い
て
、
オ
カ
シ
ラ
へ
の

人
々
の
接
し
方
と
、
神
事
の
構
成
内
容
を
中
心
に
取
上
げ
、
神
事
芸

能
の
所
以
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
、
カ
ミ
と
し
て
の
獅
子
頭

　

現
在
、
オ
カ
シ
ラ
へ
の
当
該
地
域
の
人
々
の
接
し
方
も
、
以
前
に

比
べ
る
と
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
昭
和

四
十
年
代
後
半
～
五
十
年
代
初
め
に
、
筆
者
が
伊
勢
志
摩
地
方
の
御

頭
神
事
を
調
査
し
て
い
た
頃
は
ム
ラ
人
の
緊
張
し
た
対
応
に
ふ
れ
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
伊
勢
市
村
松
町
の
神
事
（
市

無
形
民
俗
文
化
財
）
で
は
、
各
戸
回
り
を
す
る
獅
子
舞
い
の
一
行
が

町
内
の
道
路
を
廻
る
時
、
人
々
は
オ
カ
シ
ラ
と
直
面
す
る
こ
と
は
避

け
、
道
の
脇
へ
身
を
隠
し
た
り
、「
オ
カ
シ
ラ
ガ
が
や
っ
て
く
る
」

と
い
っ
て
、
出
合
わ
な
い
よ
う
に
子
供
た
ち
に
注
意
を
呼
び
掛
け
る

の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
し

て
、「
御
頭
神
事
」
と
い
う
地
元
の
呼
称
で
指
定
さ
れ
た
伊
勢
市
御
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薗
町
高
向
で
は
、
オ

カ
シ
ラ
の
写
真
を
撮

影
し
た
り
、
ま
つ
ら

れ
て
い
る
部
屋
へ
女

性
が
入
る
こ
と
は
避

け
る
べ
き
行
為
と

な
っ
て
い
た
。
こ
う

し
た
状
況
は
、
す
で

に
堀
田
吉
雄
の
報
告

に
も
記
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
（
（（
（

。
今

日
、
オ
カ
シ
ラ
に
対

大
夫
」
な
ど
と
印
刷
し
た
「
お
札
」
な
ど
が
長
持
や
櫃
の
中
に
納
め

ら
れ
て
い
る
。
長
持
は
二
人
が
担
い
で
運
搬
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
今
日
で
は
自
動
車
に
乗
せ
て
運
ば
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、

舞
い
を
行
う
場
所
に
到
着
す
る
と
獅
子
頭
が
箱
か
ら
取
り
出
さ
れ
る

が
、
そ
れ
は
小
さ
な
屋
形
に
納
め
ら
れ
て
も
い
る
（
写
真
2
）。
獅
子

頭
は
、
単
な
る
物
品
で
は
な
く
丁
寧
な
取
扱
い
が
見
ら
れ
る
が
、
長

持
に
お
さ
ま
っ
て
持
ち
運
び
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
舞
い
を
行
う

上
で
の
神
具
的
な
側
面
が
強
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
オ
カ
シ
ラ
の
場
合
、
多
く
は
神
社
や
寺
に
保
管
さ

れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
し
か
も
、
神
社
の
本
殿
、
あ
る
い
は

境
内
の
小
祠
や
ム
ラ
の
公
共
施
設
の
特
別
室
と
い
う
よ
う
に
「
ご
神

体
」
の
扱
い
で
、
保
管
と
い
う
よ
り
も
奉
斎
さ
れ
て
い
る
と
見
な
す

の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
伊
勢
市
村
松
町
で
は
「
御
頭
神
社
」
が
ム
ラ

氏
神
と
は
異
な
る
場
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
御
薗
町
高
向
の
場
合
、

会
所
と
呼
ば
れ
る
ム
ラ
運
営
の
施
設
内
神
庫
に
納
め
ら
れ
（
写
真
3
）、

区
長
が
鍵
を
預
か
る
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

獅
子
頭
が
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
か
つ
て
は

そ
れ
を
用
い
て
い
た
が
、
実
際
に
舞
い
を
行
う
時
は
、
破
損
や
傷
み

を
避
け
、
新
た
に
作
っ
た
獅
子
頭
を
使
用
し
伝
来
の
も
の
は
飾
り
置

か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
昭
和
五
十
年
代
の
は
じ
め
に
筆
者
が
調
査
し

た
伊
勢
市
中
須
町
で
は
、
激
し
い
舞
い
に
よ
り
（
オ
カ
シ
ラ
が
火
を
つ

け
た
藁
を
咥
え
る
場
面
が
あ
り
大
き
な
盛
り
上
が
り
場
面
と
な
る
が
）、
神

　写真 2�　獅子神楽の「長持」（名張市瀬古口、
平成 15年 10月 25日撮影）

す
る
神
聖
意
識
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
写
真
撮
影
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
道
路
を
通
行
す
る
車
を
避
け
る
よ
う
に
獅
子
舞
い
の
一

行
が
巡
回
す
る
こ
と
も
、
普
通
の
光
景
と
な
っ
て
来
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
オ
カ
シ
ラ
の
奉
斎
と
オ
カ
シ
ラ
の
取
り
扱
い
方

と
い
う
点
を
中
心
に
み
て
お
き
た
い
。

オ
カ
シ
ラ
の
奉
斎

　

伊
勢
太
神
楽
や
神
楽
獅
子
舞
系
の
よ
う
に
、
各
地
を
順
舞
す
る
例

で
は
、
獅
子
頭
と
そ
の
衣
裳
、
楽
曲
演
奏
用
の
笛
・
太
鼓
や
チ
ャ
ン

ギ
リ
と
呼
ば
れ
る
摺
鉦
（
す
り
が
ね
）、
さ
ら
に
「
伊
勢
大
神
楽　

某
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事
終
了
後
の
引
き
継
ぎ
時
に
、
少
し
痛
ん
だ
オ
カ
シ
ラ
を
奉
斎
場
所

へ
納
め
る
に
あ
た
り
関
係
者
が
補
修
の
こ
と
で
慎
重
な
協
議
を
重
ね

る
場
面
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
次
年
度
当
番
に
と
り
、
オ
カ
シ

ラ
が
痛
ん
だ
ま
ま
で
引
き
継
ぎ
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
り
と
て
当
年
度

の
当
番
側
に
と
っ
て
は
神
事
が
終
了
す
る
と
で
き
る
だ
け
早
く
元
の

場
所
に
奉
斎
す
る
慣
例
遵
守
か
ら
く
る
措
置
問
題
で
、
オ
カ
シ
ラ
は

一
旦
納
め
る
と
次
回
の
神
事
日
ま
で
人
前
に
は
出
さ
な
い
と
い
う

「
ご
神
体
」
で
あ
る
が
ゆ
え
の
課
題
で
あ
る
。

　

奉
斎
場
所
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
末
に
山
田
地
域
の
社
祠
等
を
記

録
し
た
『
小
祠
拾
（
（（
（

』
に
よ
れ
ば
、
坂
社
（
伊
勢
市
八
日
市
場
町
）
に
つ

五
日
ノ
夜
宝
殿
ノ
下
ニ
納
メ
、
翌
十
六
日
出
レ

之
神
事
ノ
舞
曲
ア
リ
」

と
み
え
、
本
殿
の
下
に
扉
付
き
の
御
頭
を
納
め
る
場
所
が
設
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
重
要
度
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
度
会
郡
南
伊
勢
町
の
旧
一
之
瀬
郷
の
四
地
区
（
度
会
町
市

場
・
脇
出
・
和
井
野
・
南
中
村
）
で
行
わ
れ
る
「
一
之
瀬
獅
子
神
楽
」

（
県
指
定
）
で
は
、
明
治
末
期
の
神
社
合
併
で
、
そ
れ
ま
で
各
ム
ラ
の

神
社
に
祀
ら
れ
て
い
た
オ
カ
シ
ラ
が
、
合
併
の
中
心
神
社
で
あ
る
一

之
瀬
神
社
に
ま
と
め
て
奉
斎
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
獅
子
舞
の
行

わ
れ
る
日
（
一
之
瀬
神
社
例
祭
）
の
前
日
に
オ
カ
シ
ラ
が
四
地
区
に
渡

さ
れ
、
各
区
の
宿
（
特
定
の
個
人
宅
か
ら
公
民
館
へ
移
っ
て
い
る
）
で

「
宵
神
事
」（
宵
宮
と
も
）
が
行
わ
れ
、
ホ
ン
ビ
（
本
日
）
の
舞
い
が
終

わ
る
と
再
び
神
社
本
殿
へ
納
め
ら
れ
る
と
い
う
形
態
が
と
ら
れ
て
い

る
（
（（
（

。

　

オ
カ
シ
ラ
が
も
と
も
と
神
社
で
奉
斎
さ
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
と
は

必
ず
し
も
い
え
な
い
。
伊
勢
市
の
山
田
地
区
に
は
、
古
く
か
ら
産
土

八
社
の
オ
カ
シ
ラ
と
呼
ば
れ
る
存
在
が
あ
り
（
大
社
〈
須
原
大
社
〉・

藤
社
・
茜
社
・
坂
社
・
今
社
・
牛
頭
社
〈
上
社
〉・
箕
曲
社
及
び
落
獅
子
）、

正
月
十
五
日
前
後
に
日
を
違
え
て
御
頭
神
事
が
行
わ
れ
て
き
た
。
茜

社
の
獅
子
頭
（
県
指
定
文
化
財
）
に
は
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
の

銘
が
あ
り
、
室
町
時
代
に
は
各
産
土
で
獅
子
舞
が
行
わ
れ
て
い
た
と

さ
れ
て
い
る
が
（
（（
（

、
江
戸
時
代
の
記
録
を
み
る
と
、
落
獅
子
（『
小
祠

拾
』
に
は
他
領
よ
り
移
住
者
の
「
産
土
神
」
と
す
る
）
の
場
合
は
、
真
言

　写真 3�　会所の神庫とオカシラ（伊勢市御薗
町高向、平成 22年 2月 13日撮影）

い
て
「
宝
殿
ノ
下

ニ
扉
一
口
ア
リ
。

御
頭
ヲ
納
。
殿
内
ニ

御
頭
ノ

古
物
ト
云
ヘ

ル
物
ア
リ
。
」
と
あ
り
、

ま
た
箕
曲
社
（
岩

淵
町
・
箕
曲
中
松

原
神
社
）
で
は
、

「
宝
殿
ノ
下
ニ
扉

ア
ル
事
坂
社
ノ
如

シ
。
御
頭
ハ
常
ニ

ハ
宮
崎
文
庫
ニ
預

ケ
置
テ
、
正
月
十
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修
験
派
の
十
王
堂
宝
蔵
院
に
置
か
れ
て
い
た
と
あ
り
、
ま
た
今
社
の

そ
れ
は
「
子
良
館
」（
外
宮
・
大
物
忌
の
居
館
）
に
常
に
置
か
れ
て
い

た
（
（（
（

。
前
述
の
中
須
町
で
は
町
内
の
堂
に
あ
っ
た
が
、
明
治
以
降
に
津

島
社
で
奉
祀
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

寺
院
か
ら
神
社
へ
の
奉
斎
場
所
の
変
更
に
は
、
神
仏
分
離
の
影
響

が
あ
る
が
、
伊
勢
市
の
西
隣
の
玉
城
町
山
神
（
県
指
定
「
獅
子
舞
」）

や
同
町
宮
古
（
県
指
定
民
俗
資
料
「
宮
古
の
石
風
呂
」、
獅
子
舞
の
舞
い
手

の
潔
斎
所
）
の
寺
院
に
は
、
オ
カ
シ
ラ
を
奉
斎
す
る
施
設
が
構
え
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
獅
子
頭
が
ホ
ト
ケ
と
称
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

カ
ミ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
宮
古
の
オ
カ
シ
ラ
奉
斎

伝
承
で
は
、
明
治
末
期
の
神
社
合
併
の
節
に
、「
ご
神
体
」
が
他
村

へ
遷
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
て
独
自
の
設
備
を
整
え
た
と
さ
れ
る
。

　

前
述
し
た
旧
一
之
瀬
郷
の
よ
う
に
、
明
治
末
期
の
神
社
整
理
の
影

響
を
受
け
た
奉
斎
方
法
の
変
更
は
種
々
み
ら
れ
る
が
、
伊
勢
市
西
豊

浜
町
で
は
、
上
・
森
・
小
川
の
三
区
で
行
わ
れ
る
神
事
で
の
オ
カ
シ

ラ
は
各
地
区
で
奉
斎
さ
れ
、
合
併
の
中
心
で
あ
る
森
地
区
の
神
社
へ

集
約
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
内
、
森
地
区
で
は
、
合
併
先
の
上
地

区
に
鎮
座
す
る
豊
玉
神
社
の
「
神
遷
」（
造
替
）
ご
と
に
本
殿
を
受
け
、

遥
拝
所
と
す
る
慣
例
が
あ
り
、
両
地
区
と
も
に
オ
カ
シ
ラ
の
奉
斎
施

設
が
二
十
年
に
一
度
の
式
年
造
替
に
預
か
る
と
い
う
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
近
代
以
降
で
も
オ
カ
シ
ラ
奉
斎
の
方
法
や
場
所

は
少
な
か
ら
ず
変
化
を
生
じ
て
い
る
が
、
ム
ラ
の
神
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
る
点
で
は
連
続
し
て
い
る
と
見
ら
れ
よ
う
。

オ
カ
シ
ラ
の
取
り
扱
い

　

こ
こ
で
は
、
人
々
が
オ
カ
シ
ラ
に
直
接
触
れ
る
場
面
で
の
様
相
を

う
か
が
い
つ
つ
獅
子
頭
に
関
わ
る
聖
性
面
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と

す
る
。
オ
カ
シ
ラ
へ
の
接
し
方
と
し
て
は
、
禁
忌
を
と
も
な
う
消
極

的
な
態
度
と
、
積
極
的
な
そ
れ
と
が
見
ら
れ
る
が
、
前
者
の
態
度
の

方
が
多
い
。
ま
ず
オ
カ
シ
ラ
を
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

舞
い
手
（
前
後
の
二
人
）
と
神
楽
衆
（「
神
楽
師
」「
杉
大
夫
」
と
も
呼
ば

れ
る
）、
管
理
責
任
を
負
う
限
ら
れ
た
人
々
が
基
本
で
あ
る
。
ま
た

子
供
が
い
た
ず
ら
で
触
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
咎
め
ら
れ
な
い
が
、
一

般
の
ム
ラ
人
は
触
れ
る
こ
と
は
せ
ず
、
特
に
成
人
女
性
は
オ
カ
シ
ラ

を
安
置
す
る
場
所
（
厳
格
な
所
で
は
注
連
縄
で
区
切
ら
れ
て
い
た
り
す
る
）

へ
入
ら
な
い
等
禁
制
事
項
と
も
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
オ
カ
シ
ラ

の
衣
裳
（
胴
幕
・
油
単
）
の
繕
い
は
老
齢
の
女
性
が
し
て
い
た
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
総
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
禁
忌
習
俗
は
衰
退
し
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

オ
カ
シ
ラ
の
舞
い
手
や
神
事
当
番
は
、
あ
ら
か
じ
め
伊
勢
市
二
見

町
の
夫
婦
岩
周
辺
の
海
岸
や
付
近
の
河
川
で
潔
斎
し
た
り
、
食
事
に

お
い
て
肉
類
を
避
け
る
な
ど
、
一
般
に
見
ら
れ
る
祭
り
行
事
の
様
子

と
は
変
わ
ら
ず
、
神
楽
衆
へ
も
同
様
の
禁
制
が
科
せ
ら
れ
て
い
た
こ
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と
も
あ
る
。
奉
斎
さ
れ
て
い
る
オ
カ
シ
ラ
が
取
り
出
さ
れ
舞
い
手
へ

渡
さ
れ
る
ま
で
は
区
長
や
当
番
役
な
ど
が
そ
れ
を
扱
う
が
、
そ
の
場

合
に
は
白
紙
を
手
に
し
て
触
れ
た
り
、
息
が
直
接
か
か
ら
な
い
よ
う

口
に
半
紙
を
咥
え
る
な
ど
の
作
法
が
と
ら
れ
る
。

　

積
極
的
な
行
為
と
し
て
は
、
舞
い
の
見
物
者
が
、
何
番
か
の
舞
い

の
途
中
で
、
榊
の
枝
（
白
紙
で
包
ん
だ
硬
貨
が
添
え
ら
れ
て
い
る
）
で
オ

カ
シ
ラ
を
叩
い
た
り
（
旧
一
之
瀬
郷
・
写
真
4
・
5
・
6
）、
口
を
開
け

た
オ
カ
シ
ラ
に
供
物
を
差
し
入
れ
る
時
に
見
ら
れ
る
程
度
で
、
む
し

ろ
オ
カ
シ
ラ
の
方
か
ら
人
々
へ
仕
掛
け
る
。
例
え
ば
子
供
や
高
齢

者
・
女
性
の
頭
を
噛
ん
だ
り
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
三
重
県
南

部
の
尾
鷲
市
に
は
獅
子
神
楽
系
の
獅
子
舞
神
楽
が
三
か
所
（
矢
ノ
浜
、

　写真 4�　獅子頭の鼻を白紙で持ち、口中に
お供えを入れる人々（度会郡度会
町、一之瀬神社にて、平成 25 年 2
月 11日撮影）

　写真 5�　神社に到着し獅子が姿勢を整え
る。獅子頭を納める箱は右肩で担が
れる。（一之瀬神社にて、平成 25
年 2月 11日撮影）

　写真 6�　一之瀬神社での座礼。この時、農
作の占いが大根を用いて行われる。
（平成 25年 2月 11日撮影）

北
浦
、
天
満
）
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
獅
子
を
囃
し

た
て
る
」
と
し
て
、
色
の
布
切
れ
を
結
わ
え
た
竹
の
小
枝
で
、
主
に

子
供
た
ち
が
獅
子
を
叩
く
こ
と
も
な
さ
れ
る
が
（
写
真
7
）、
こ
う
し

た
子
供
の
様
子
は
オ
カ
シ
ラ
神
事
で
は
見
ら
れ
な
い
。

　

む
し
ろ
、
オ
カ
シ
ラ
へ
積
極
的
に
手
出
し
や
干
渉
を
す
る
の
は
、

舞
い
の
場
面
の
一
シ
ー
ン
と
し
て
登
場
す
る
ク
ッ
ト
リ
（
口
取
り
）、

ハ
ナ
タ
カ
（
鼻
高
）、
テ
ン
グ
（
天
狗
）、
サ
ル
タ
ヒ
コ
（
猿
田
彦
）
な

ど
と
呼
ば
れ
る
道
化
的
な
性
格
を
も
つ
役
の
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
三
重
県
尾
鷲
市
の
尾
鷲
神
社
祭
礼
（
通
称
「
ヤ
ー
ヤ
祭
」
二

月
一
日
～
五
日
）
で
は
最
終
日
に
オ
シ
シ
が
登
場
す
る
が
、
舞
い
は

ま
っ
た
く
な
く
、
白
衣
姿
の
神
職
が
獅
子
頭
を
被
り
氏
子
の
前
に
姿
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を
現
す
こ
と
が
祭
礼
全
体
の
な
か
で
重
要
な
場
面
と

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
神
事
と
し
て
の
性
格
が
強
く

出
て
い
る
（
（（
（

（
写
真
8
）。
ま
た
、
後
述
の
伊
勢
市
御
薗

村
高
向
の
「
御
頭
神
事
」
で
は
定
ま
っ
た
年
齢
（
二

三
・
二
六
歳
）
の
青
年
が
最
初
に
オ
カ
シ
ラ
を
手
に

し
高
く
掲
げ
て
振
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

（
写
真
9
）、
一
般
に
特
定
の
者
以
外
に
触
ら
せ
な
い

と
い
う
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

オ
カ
シ
ラ
の
飾
り
付
け
や
舞
い
の
中
休
み
、
神
事

の
終
り
に
お
け
る
オ
カ
シ
ラ
の
扱
い
に
つ
い
て
ふ
れ

て
お
き
た
い
。
通
例
は
専
用
に
作
ら
れ
た
箱
や
用
途

に
充
て
ら
れ
た
櫃
に
納
ま
る
オ
カ
シ
ラ
が
取
り
出
さ

れ
る
と
、
和
紙
を
巻
い
て
作
ら
れ
た
新
し
い
髪
の
毛

を
頭
部
に
付
け
た
り
、
少
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
は

付
加
さ
れ
る
。
髪
は
舞
い
の
途
中
で
失
わ
れ
た
り
す

る
が
、
お
守
り
や
災
厄
よ
け
と
し
て
紙
片
を
持
ち
か

え
る
こ
と
も
多
い
の
で
減
じ
る
場
合
が
あ
る
。

　

伊
勢
市
西
豊
浜
町
森
で
は
、
舞
人
が
オ
カ
シ
ラ
を

酒
で
清
め
、
顔
全
体
を
白
粉
で
塗
り
つ
ぶ
し
、
口
紅

を
ほ
ど
こ
し
、
髪
の
毛
を
付
け
く
わ
え
、
半
紙
に
敷

い
た
鏡
餅
一
重
ね
を
口
に
咥
え
さ
せ
る
こ
と
で
飾
り

つ
け
は
終
了
す
る
（
写
真
10
）。
終
了
後
は
酒
で
す
べ

　写真 8�　白衣の神職が獅子頭を被る（尾鷲
市の尾鷲神社、平成 15年 2月 5日
撮影）

　写真 7�　子供たちが獅子の頭を叩きながら
囃したてる（尾鷲市の矢ノ浜神楽、
平成 27年 2月 5日撮影）

　写真 9�　オカシラを高くかざしながら練
る若者（勢市高向、平成 20年 2月
11日撮影）

　写真 10�　化粧の施されたオカシラ（伊勢
市西豊浜町森地区、平成 25 年 2
月 11日撮影）
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後
沐
浴
し
て
告
知
の
使
の
来
る
を
ま
つ
、
さ
て
御
棚
の
人
御
頭

を
子
良
館
御
頭
常
ハ
子
良
館

に
預
け
置
け
り

よ
り
請
取
来
て
御
棚
の
家
に
安オ

き
、
即

刻
長
尾
氏
へ
告
知
す
、
そ
れ
よ
り
老
女
御
棚
家
へ
至
り
御
頭
ノ

箱
の
前
に
て
祓
を
修
す
祓
具
ハ
御
幣
・
銭
切
・
参
枚
な
り
、

申
す
所
ハ
一
切
成
就
の
祓
ノ
詞
也　

此
祓
の
式
を

俗
に
化
粧
と
も
鉄カ

漿ネ

附ツ
ケ

と
も
云
な
り
、
祓
終
て
後
、
御
頭
を
箱

よ
り
出
し
、
恭
し
く
安
置
し
、
さ
て
節
餅
等
を
供
へ
ま
つ
る
な

り
、
又
神
事
終
て
御
頭
を
納
む
る
を
り
も
、
下
宿
曾
根
町
長
尾

氏
に
て
饗
飯
沐
浴
あ
り
、
告
知
に
従
ひ
て
御
棚
家
は
到
り
、
御

頭
の
前
に
て
修
祓
前
式
の
如
し
、
右
祓
し
て
後
、
御
頭
を
箱
に

納
む
る
な
り
、
此
行
事
何イ

ツ

を
始
メ
と
も
し
れ
ず
、
古
く
よ
り
勤

め
来
し
か
、
天
保
五
年
よ
り
吾
職
の
老
女
参
リ
て
勤
る
事
ハ
廃タ

絶エ

て
、
御
棚
の
人
是
ノ
式
を
行
ふ
こ
と
ヽ
な
れ
り

　

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
直
接
オ
カ
シ
ラ
に
化
粧
は
施
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
担
当
者
が
老
女
で
あ
り
、
身
を
清
め
て
か
ら
、
彼

女
が
祓
を
修
す
る
行
為
が
「
化
粧
」「
鉄
漿
ツ
ケ
」
と
も
称
さ
れ
て

い
る
。
森
地
区
の
神
事
で
行
わ
れ
て
い
る
白
粉
と
口
紅
で
の
化
粧
と

の
類
同
性
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
両
者
と
も
に
オ
カ
シ
ラ
を
箱
よ
り

取
り
出
し
、
そ
の
飾
り
付
け
の
一
連
の
過
程
が
カ
ミ
を
ま
つ
る
行
為

と
見
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
舞
い
の
中
休
み
の
時
や
オ
カ
シ
ラ
と
と
も
に
町
内
を
移
動

す
る
場
合
に
は
、
必
ず
左
肩
に
担
う
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。

神
事
の
終
了
後
に
は
ム
ラ
境
へ
行
き
、
災
厄
を
ム
ラ
の
外
へ
遣
る
儀

　写真 11�　飾り付けの終わったオカシラ
（度会郡南伊勢町切原、平成 15年
1月 12日撮影）

て
洗
い
落
と
し
櫃
に
納
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
見
か

け
な
い
が
、
神
聖
性
が
強
調
さ
れ
た
姿
と
い
え
よ
う
。
餅
を
咥
え
さ

せ
る
例
は
山
田
地
区
の
オ
カ
シ
ラ
で
は
一
般
的
で
あ
る
。
南
伊
勢
町

切
原
で
は
オ
カ
シ
ラ
の
前
に
ユ
リ
（
曲
の
容
器
）
へ
入
れ
た
供
物
が

置
か
れ
、
燈
明
が
と
も
さ
れ
る
（
写
真
11
）。
オ
カ
シ
ラ
に
化
粧
を
ほ

ど
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
山
田
地
区
の
今
社
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
（
（（
（

。

　

〇
今
社
御
頭
化
粧
の
事

毎
年
正
月
十
四
日
、
神
楽
職
の
老
女
、
今
ノ
社
の
御
棚
ノ
家
に

て
御
頭
の
化
粧
又
鉄
漿
ツ

ケ
と
も

と
云
式
を
す
る
こ
と
あ
り
、
其
式
ハ
老

女
下
宿
ハ
曾
根
町
の
長
尾
氏
な
り
、
此コ

処ヽ
に
て
饗
飯
あ
り
、
飯
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礼
（
注
連
縄
を
切
る
）
や
使
用
さ
れ
た
道
具
類
を
処
理
す
る
（
御
幣
を

挟
ん
だ
竹
を
切
る
な
ど
）
行
為
が
伴
わ
れ
て
い
る
が
（
注
24
参
照
）、
そ

れ
が
済
む
と
「
跡
見
ず
」
と
称
し
て
、
オ
カ
シ
ラ
を
そ
の
衣
裳
で
包

み
込
み
、
他
者
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
急
ぎ
ム
ラ
内
へ
も
ど
る
こ
と

が
な
さ
れ
る
（
伊
勢
市
高
向
）。

　

以
上
、
個
別
事
例
を
み
る
と
多
様
で
あ
る
が
、
オ
カ
シ
ラ
へ
の

人
々
の
態
度
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ミ
と
し
て
の
性
格
が
意
識
さ

れ
て
い
る
一
端
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

三
、
神
事
芸
能
と
し
て
の
御
頭
神
事

獅
子
舞
の
構
成

　

御
頭
神
事
で
の
獅
子
舞
構
成
は
「
七
起
し
の
舞
」
と
さ
れ
、
オ
カ

シ
ラ
を
大
蛇
と
見
な
し
、
須
佐
之
男
命
が
八
岐
大
蛇
を
退
治
す
る

シ
ー
ン
を
再
演
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
説
明
が
い
つ

頃
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
か
未
詳
で
あ
る
が
、
伊
勢
市
磯
町
で
は
次
の

よ
う
に
解
説
が
あ
る
（
（（
（

。

序
章
…
…
…
…
…
…
…
…
中
門
入
り
、
地
の
一
、
二
、
三

初
段
（
お
こ
し
）…
…
…
…�

八
岐
大
蛇
が
生
贄
の
櫛
名
田
姫
を
探

し
て
歩
き
回
る
。

二
段
（
に
の
こ
う
じ
）……
…�

須
佐
之
男
命
の
計
略
に
よ
り
、
用
意

さ
れ
た
酒
樽
に
櫛
名
田
姫
の
姿
が
映

り
大
蛇
が
喜
び
を
示
す
。

三
段
（
り
ん
か
ん
）……
…
…�

大
蛇
が
八
つ
の
酒
樽
に
、
八
つ
の
頭

を
突
っ
込
み
、
酒
を
飲
む
。

四
段
（
き
り
ひ
ょ
う
し
）……
大
蛇
が
酒
に
酔
っ
て
暴
れ
ま
わ
る
。

五
段
（
と
り
ま
と
め
）……
…�

大
蛇
が
泥
酔
し
、
眠
っ
て
し
ま
っ
た

隙
に
退
治
し
、
大
蛇
の
尻
尾
か
ら
剣

「
天
叢
雲
剣
（
後
の
草
薙
剣
）」
が
出

現
す
る
。

六
段
（
神
上
げ
）…
…
…
…�

須
佐
之
男
命
が
大
蛇
を
退
治
し
、
神

剣
を
得
て
神
に
拝
謝
。

七
段
（
結
び
の
舞
）……
…
…�

悪
霊
（
大
蛇
）
を
追
い
払
い
、
神
と

な
っ
て
天
上
し
日
本
を
納
め
る
。

　

こ
の
舞
い
で
は
、
出
雲
神
楽
・
石
見
神
楽
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
須
佐
之
男
命
・
櫛
名
田
姫
・
八
岐
大
蛇
が
そ
れ
ぞ
れ
に
扮
装
し
て

登
場
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
オ
カ
シ
ラ
一
頭
が
大
蛇
と
な
っ
て
こ
う

し
た
光
景
を
舞
い
で
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
大

蛇
が
泥
酔
し
て
眠
る
場
面
は
、
地
面
に
敷
か
れ
た
新
藁
の
上
に
長
く

寝
そ
べ
り
、
時
折
、
口
を
開
閉
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
写
真
12
）。

オ
カ
シ
ラ
以
外
に
登
場
す
る
の
は
、
子
供
が
役
目
を
務
め
る
ク
ッ
ト

リ
と
称
さ
る
、
天
狗
面
（
鼻
高
面
・
猿
田
彦
面
）
を
付
け
た
存
在
で
、

そ
の
ク
ッ
ト
リ
が
寝
て
い
る
オ
カ
シ
ラ
の
頭
を
叩
い
て
起
こ
し
た
り
、

時
に
は
か
ら
か
う
所
作
が
見
ら
れ
る
。
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御
頭
神
事
の
芸

能
面
と
し
て
は
、

獅
子
舞
自
体
に
芸

能
的
特
色
が
見
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
南
伊
勢
町
切

原
で
は
、
神
事
の

日
に
「
春
田
打

ち
」
行
事
が
伴
わ

れ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た

伊
勢
市
西
豊
浜
町

祭
礼
と
し
て
の
神
事

　

既
述
の
よ
う
に
、
御
頭
神
事
は
、
単
に
ジ
ン
ジ
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
地
区
で
は
年
に
一
度
の
大
き
な
祭
礼
に
な
っ

て
い
る
。
昭
和
五
十
二
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
度
会
町
上
久
具

の
某
家
で
は
不
幸
事
が
あ
り
、
神
事
の
三
日
間
を
避
け
て
葬
儀
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ム
ラ
の
祭
り
と
い

う
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
事
例
と
い
え
よ
う
。

　

伊
勢
市
の
山
田
地
区
で
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
御
頭
神
事
の
様
子

が
、
現
在
も
う
か
が
わ
れ
る
の
は
御
薗
町
高
向
の
御
頭
神
事
で
あ
る
。

高
向
の
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
各
種
の
報
告
書
が
あ
り
、
ま
た
映
像
に
よ

る
記
録
保
存
も
幾
度
か
実
施
さ
れ
て
き
た
。
映
像
記
録
と
し
て
詳
細

な
も
の
は
、
文
化
庁
の
平
成
二
十
二
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
文
化
再
興

事
業　

地
域
伝
統
文
化
伝
承
事
業
」
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
「
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
伊
勢
市
御
薗
町
高
向
御
頭
神
事
」
が
あ
る
。
ま
た
、

ム
ラ
の
神
事
当
番
で
あ
る
当
屋
（「
ト
ヤ
」
と
称
す
）
の
立
場
で
記
さ

れ
た
一
年
間
の
記
録
（
（（
（

が
あ
り
、
当
屋
が
神
事
斎
行
の
決
定
権
を
有
す

る
な
ど
ま
さ
に
「
神
事
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

高
向
の
神
事
に
つ
い
て
オ
カ
シ
ラ
の
動
き
を
中
心
に
概
略
を
簡
単

に
紹
介
す
る
と
、
神
庫
か
ら
出
さ
れ
た
二
頭
の
オ
カ
シ
ラ
は
「
杉
大

夫
」
と
呼
ば
れ
る
獅
子
舞
役
の
手
に
渡
さ
れ
る
。
昼
の
間
（
日
中
）

　写真 12�　眠りについたオカシラ（伊勢市
御薗村高向、平成 22 年 2 月 13
日撮影）

森
で
は
、
舞
い
の
「
神
上
げ
」（
磯
町
の
例
で
は
六
段
目
）
の
と
き
、

オ
カ
シ
ラ
の
尾
と
頭
の
舞
い
手
二
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ス
ハ
ラ
イ

（
短
い
竹
に
藁
を
折
り
曲
げ
て
結
わ
え
た
も
の
）
と
エ
ブ
リ
を
も
ち
、
代

田
掻
き
の
所
作
を
す
る
場
面
が
あ
る
。
伊
勢
地
方
で
は
珍
し
い
事
例

と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
度
会
町
棚
橋
で
は
、
寝
そ
べ
っ
て
い
る
オ
カ

シ
ラ
の
上
に
天
狗
が
ま
た
が
り
、
見
物
人
と
軽
妙
な
や
り
と
り
を
す

る
ウ
マ
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
あ
る
。
馬
に
見
立
て
た
オ
カ
シ
ラ
に
見

物
人
が
難
癖
な
ど
を
つ
け
、
天
狗
が
ア
ド
リ
ブ
で
即
答
す
る
内
容
で
、

ム
ラ
人
に
と
り
楽
し
み
の
場
面
で
あ
る
。
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は
、
神
社
・
ム
ラ
の
辻
・
当
屋
宅
な
ど
で
舞
い
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
道
中
の
家
々
を
訪
れ
、
ク
ク
メ
モ
ン
と
呼
ば
れ
る
供
物
（
金
員
）

を
受
け
取
る
と
と
も
に
、
玄
関
先
で
獅
子
頭
を
勢
い
よ
く
前
後
に
三

度
振
り
動
か
す
。
オ
カ
シ
ラ
二
頭
は
、
か
つ
て
村
内
に
「
大
社
」
と

「
上
社
（
鏑
社
）」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
神
事
が
行
わ
れ
、
氏
子
も

分
か
れ
て
い
た
が
、
明
治
末
期
の
神
社
合
祀
に
よ
り
一
神
社
と
な
っ

た
結
果
、
現
在
で
は
明
確
な
氏
子
区
分
は
見
ら
れ
な
い
。
二
頭
の
家

回
り
が
終
了
す
る
と
昼
の
行
事
は
終
了
と
な
る
。

　

夜
に
入
る
と
オ
カ
シ
ラ
の
衣
裳
が
付
け
替
え
ら
れ
、「
共
盛
団
」

（
青
年
団
）
が
オ
カ
シ
ラ
を
手
に
し
て
そ
れ
を
頭
上
高
く
上
げ
て
振
り

ま
わ
し
な
が
ら
（
（（
（

、
ツ
ム
ギ
（
積
木
）
と
い
う
篝
火
が
焚
か
れ
て
い
る

ム
ラ
の
広
場
ま
で
練
り
歩
き
、
ツ
ム
ギ
を
三
周
し
て
行
事
が
終
了
と

な
る
。
そ
の
後
、
オ
カ
シ
ラ
は
、
杉
大
夫
の
手
に
よ
っ
て
、
人
に
知

ら
れ
な
い
よ
う
に
ム
ラ
境
（
注
連
切
り
場
）
へ
赴
き
、
そ
こ
に
張
ら

れ
た
注
連
縄
を
切
っ
て
、
急
い
で
会
所
へ
戻
り
納
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
れ
に
よ
り
神
事
が
滞
り
な
く
終
っ
た
こ
と
と
な
り
、
会
所

の
メ
ン
バ
ー
（
区
長
等
）
と
青
年
団
と
が
手
打
ち
を
し
て
解
散
と
な

る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
昼
と
夜
の
行
事
構
成
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
様
相

は
、
か
つ
て
山
田
地
区
の
産
土
社
の
御
頭
神
事
を
彷
彿
す
る
も
の
と

い
え
る
。
オ
カ
シ
ラ
が
各
家
を
回
り
（
省
略
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
が
）、

さ
ら
に
ム
ラ
境
ま
で
行
く
こ
と
は
高
向
だ
け
で
は
な
く
近
隣
の
ム
ラ

ム
ラ
を
は
じ
め
、
松
阪
市
や
度
会
町
の
獅
子
行
事
（
（（
（

で
も
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
行
為
に
つ
い
て
は
「
厄
を
オ
カ
シ
ラ
が
持
っ

て
行
く
」
と
説
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
新
春
の
除
災
儀
礼
と
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
カ
ミ
で
あ
る
オ
カ
シ
ラ
の
聖
性
と
そ

れ
に
伴
う
力
へ
の
期
待
が
あ
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
伊
勢
地
方
の
御
頭
神
事
と
称
さ
れ
る
行
事
に
つ
い
て
述
べ

て
来
た
。
獅
子
舞
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
舞
い
に
焦
点
が
あ
て
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
こ
の
行
事
の
全
体
像
を
う
か
が
う
と
、

地
域
社
会
の
神
事
儀
礼
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
芸
能
的
な

舞
い
が
舞
い
手
に
よ
り
演
ぜ
ら
れ
る
と
見
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
点

か
ら
類
推
す
る
と
、「
七
起
こ
し
の
舞
」
も
神
話
に
見
ら
れ
る
八
俣

大
蛇
と
須
佐
之
男
命
の
闘
争
と
い
う
物
語
で
の
理
解
と
は
別
に
、
オ

カ
シ
ラ
が
眠
り
、
再
び
勢
い
よ
く
立
ち
あ
が
り
激
し
く
動
く
さ
ま
は
、

新
春
に
お
け
る
「
死
と
再
生
」
の
象
徴
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
解

釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
し
（
（（
（

、
伊
勢
市
高
向
の
よ
う
に
、
若
者

が
オ
カ
シ
ラ
を
手
に
す
る
姿
に
新
た
な
年
の
出
発
へ
の
力
強
さ
を
期

待
す
る
ム
ラ
の
意
識
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
大
方
の
ご
叱
正

を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
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注（1
）　
『
宇
治
山
田
市
史
』（
宇
治
山
田
市
役
所
編
集
・
発
行
、
昭
和
四
年

三
月
）、
一
四
五
六
頁
。

（
2
）　

拙
稿
「
三
重
県
の
祭
り
・
行
事
概
要
」（『
三
重
の
祭
り
・
行
事
』

三
重
県
教
育
委
員
会
、
平
成
九
年
三
月
）、
二
一
～
三
五
頁
。

（
3
）　
『
三
重
県
史　

別
編　

民
俗
』（
三
重
県
、
平
成
二
四
年
三
月
）、

八
頁
。

（
4
）　
『
三
重
県
の
民
俗
芸
能
』（（
三
重
県
教
育
委
員
会
、
平
成
六
年
三

月
）。

（
5
）　

注
（
2
）
参
照
。

（
6
）　
『
三
重
県
史　

別
編　

民
俗
』
第
5
章　

祭
り
・
行
事
と
芸
能　

三　

獅
子
舞
行
事
（
石
原
佳
樹
・
山
口
浩
司
・
八
幡
崇
経
執
筆
）

（
7
）　

久
志
本
ま
ど
か
「
御
頭
神
事
」（『
伊
勢
市
史　

第
8
巻　

民
俗
』

第
三
章
第
二
節
「
祭
り
と
民
俗
芸
能
」、
伊
勢
市
、
平
成
二
一
年

八
月
）、
三
六
八
～
四
二
〇
頁
。

（
8
）　

調
査
報
告
と
し
て
「
松
阪
地
方
の
獅
子
頭
行
事
―
特
に
美
濃
田
町

の
事
例
を
中
心
に
―
」（『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
』
第
一

七
号
、
昭
和
五
三
年
三
月
、
一
～
六
頁
）、『
三
重
県
の
民
俗
芸
能
』

所
収
拙
稿
「
長
龍
神
事
」（
多
気
郡
勢
和
村
片
野
区
、
一
〇
九
～

一
一
二
頁
）、「
切
原
の
獅
子
舞
・
春
田
打
ち
」（
度
会
郡
南
勢
町

切
原
、
一
四
四
～
一
四
九
頁
）、「
棚
橋
の
御
頭
神
事
」（
度
会
郡

度
会
町
棚
橋
、
一
六
〇
～
一
六
四
）。「
一
之
瀬
獅
子
神
楽
」（『
平

成
一
六
年
度
ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業
三
重
県
の
民
俗
行
事
報
告

書
1
』（
平
成
一
七
年
三
月
、
三
重
県
教
育
委
員
会
、
一
一
～
二

七
頁
）
な
ど
。

（
9
）　

県
内
の
分
布
に
つ
い
て
の
先
行
報
告
と
し
て
倉
田
正
邦
「
三
重
県

の
獅
子
舞
分
布
一
覧
」（『
伊
勢
民
俗
』
第
一
巻
三
号
〈
伊
勢
太
神

楽
特
集
〉、
昭
和
二
八
年
二
月
、『
伊
勢
民
俗　

復
興
合
冊
』
二
〇

〇
二
年
九
月
）
が
あ
り
、
七
七
件
（
含
宇
治
山
田
市
の
六
件
）
が

掲
出
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

堀
田
吉
雄
「
三
重
県
の
民
俗
芸
能
概
説
」（『
三
重
県
の
民
俗
芸
能
』、

一
二
頁
）。

（
11
）　

前
掲
『
三
重
県
史
』、
五
〇
七
頁
。

（
12
）　

堀
田
吉
雄
『
頭
屋
祭
祀
の
研
究
』（
光
出
版
、
昭
和
六
二
年
三
月
）、

一
三
四
～
一
三
六
頁
。

（
13
）　

堀
田
前
掲
書
に
「
高
向
で
は
神
庫
か
ら
祭
の
日
に
う
や
う
や
し
く

御
頭
を
出
す
と
、
必
ず
不
審
番
を
つ
け
る
習
わ
し
で
あ
る
。
棚
橋

（
度
会
郡
度
会
町
・
・
注
櫻
井
）
で
は
フ
ル
ド
ウ
サ
ン
（
古
い
御

頭
）
は
、
写
真
も
撮
ら
せ
な
か
っ
た
」（
一
三
二
頁
）
と
あ
る
。

（
14
）　
『
小
祠
拾
』（
杉
木
吉
昵
著
、
文
政
五
年
序
・
一
八
二
二
、
西
川
順

土
校
注
『
神
道
大
系　

神
社
編　

伊
賀
・
伊
勢
・
志
摩
』
昭
和
五

四
年
所
収
）、
四
八
五
・
四
九
四
頁
。

（
15
）　

拙
著
『
蘇
る
ム
ラ
の
神
々
』（
大
明
堂
、
平
成
四
年
四
月
）、
二
〇

五
～
二
〇
八
頁
。

（
16
）　

注
（
7
）
久
志
本
報
告
、
三
六
九
頁
。

（
17
）　

井
坂
徳
辰
編
『
庭
燎
雑
纂
』（
増
補
大
神
宮
叢
書
23　

神
宮
近
世

奉
賽
拾
要
前
編
）（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
七
年
三
月
）、
八
一
〇

頁
。

（
18
）　

櫻
井
治
男
・
八
幡
崇
経
「
近
世
尾
鷲
『
大
宝
天
王
社
』
正
月
祭
礼

の
構
成
と
特
質
―
現
尾
鷲
市
の
『
ヤ
ー
ヤ
ー
祭
』
調
査
に
関
連
し

て
―
」（『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
』
第
八
輯
、
平
成
四
年

三
月
）、
四
一
～
一
二
八
頁
。

（
19
）　

前
出
『
庭
燎
雑
纂
』、
八
一
〇
～
八
一
一
頁
。

（
20
）　
『
伊
勢
市
史　

第
8
巻　

民
俗
』、
三
七
三
頁
。
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（
21
）　

注
（
8
）「
切
原
の
獅
子
舞
・
春
田
打
ち
」
参
照
。

（
22
）　

曽
野
洋
『
御
頭
神
事
奉
祭
次
第
記
』（
文
化
印
刷
、
昭
和
五
六
年
）

（
23
）　

獅
子
頭
を
頭
上
に
掲
げ
天
地
四
方
を
さ
す
行
為
を
鈴
鹿
地
方
で
は

「
か
い
な
ざ
し
」
と
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
腕
（
か
い
な
）
差

し
」
の
意
味
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
（
櫻
井
勝
之
進
「
鈴

鹿
山
麓
の
村
堂
」『
社
会
と
伝
承
』
二
巻
二
号
、
昭
和
三
三
年
四

月
）。

（
24
）　

松
阪
市
朝
田
町
「
よ
い
よ
い
神
事
」・
早
馬
瀬
町
「
ヨ
イ
ヨ
イ
神

事
」
で
は
ム
ラ
は
ず
れ
に
御
幣
を
付
け
た
竹
を
立
て
、
美
濃
田
町

「
ス
ス
キ
コ
カ
シ
」
は
祭
具
を
ム
ラ
境
か
ら
外
へ
捨
て
、
岩
内
町

「
ど
こ
ん
の
り
」
は
最
後
に
集
落
外
の
ギ
ッ
チ
ョ
バ
（
獅
子
塚
）

を
訪
れ
る
。
度
会
郡
度
会
町
棚
橋
で
は
イ
モ
と
称
す
る
柳
製
の
独

楽
状
の
も
の
を
所
定
の
場
に
、
同
郡
玉
城
町
宮
古
で
は
隣
村
の
社

に
ギ
ッ
チ
ョ
バ
イ
と
呼
ぶ
作
り
物
を
納
め
る
慣
例
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
詳
細
は
、『
松
阪
市
史
第
十
巻　

資
料
編　

民
俗
』（
蒼
人
社
、

昭
和
五
六
年
）、『
度
会
町
史
』（
同
町
、
昭
和
五
六
年
三
月
）、
前

出
拙
稿
「
松
阪
地
方
の
獅
子
頭
行
事
―
特
に
美
濃
田
町
の
事
例
を

中
心
に
―
」
参
照
。

（
25
）　

拙
稿
“The Sym

bolism
 of the Shishi Perform

ance as a 
Com

m
unity Ritual: T

he O
kashira Shinji in Ise.

”,-Japanese 
Journal of R

eligious Studies 15 (2-3): 137-53 (1988)

参
照
。

（
皇
學
館
大
学
特
任
教
授
）


